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EK270は石材施工用の、

です。硬化物は耐水性、

作業性に優れた高性能エポ■シ樹脂系パテ状接着剤

耐久性に優れ、各種石材の接着に最適です。

EK270S i」A A 009925 F☆☆☆☆
EK270W i」A A 003926 F☆☆☆☆

各種石材の接着 (天然 人 造 人 工と「ll)

その他タイル、陶板、バネル等の接告

混合性 :使い易い等豊混合11で、混合が容易です。提合

状態が目視で確認出来ます.

作業性 :相劣性に富み コテ切れ ヘラ切れが良く、作業性

に優れます.厚付け(だんご貼り)も可能です.

耐久性 モ売今頼化後の核着1■能および耐久性に優れます.

接着性 :天然石材だけでなくタイル モ ルタル、コンク

リート 無 機質ボード 合 板等の各種材料に接

着します.

屯赳出四田幽7(石材だんご貼リエ法の場合)
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が不充分な場今 石 材汚空の原因となります。一rrに lL合する量は 可 使

時ドll内に使いとれる量にしてくださ,■

●均一に浸合した邸270を石材にだんご】ムに■り '占 り十」けてください

●ホコリ ,イ タンス 市れ 油情等のイ」片物を1■じ除き ドjtをi青掃してくだ
さい↓

下地面は F`ヤFにし で きるだ十花焼させてください

●早Hlしをして 最 下性にズレ防止のため1と木を打ちます

●1日以 Lttiし  石 材が動かなくなったことを確秘した後 H地 材を充てん

してください 日 地桐は 必 要に応じて碑けシーリング材を充てんしてくだ

きい.祉 方ド」および 横 方向によ状)よ=応 じた仲市日地を設けてくださいj

石 材 の 仮 固 定 採 綸ぱ 翠埋 せR Iめ
均」■蛤 したクイックル タ 年で石材 L部を

9
目 地 詩 め

下より騒上げ方式で貼り付けます。

場合によっては金具 ビス等を仰吊する必
要があります。
詳しくは弊社までお問い合わせください。

メ器具類に1」■したfr有剖は 証 fヒす
る前に有紙洛剤でふき取ってくださi、

氷llI温時は肛化がとしくモれます 原

H」として5(以 上rF2弾境でFF用してく

ださい

品  名 EK270S(ホ ワイ ト) =絃 70W(赤 ワイ ト)

項   目 主 剤 1 硬 化 剤 主  剤 硬 化 剤

主  成  分 エポキン樹脂 |ボリアミトアミン エポキシ樹脂 メリアミト7ミン

外 観 淡種色パテ状 淡青色パテ状 淡壇色パテ状 決言もパテ状

混  合  比

混 合 比 重

主剤 :硬化剤‐1:1(質 量比)

1 90±610

主剤 i硬化剤=lH(質 量比)

190± 010

可 使 時 間 1 60± 10分 (20● Ⅲkg) 55± 10分 (20℃  ⅢkO)

貼け付け可能時間  60分 以内 (200 1k9) 55分以内 (260 1k9)

養 生 時 間  24時 間以上 (20℃) 12時間以上 (20℃)

米数値は規格値ではあ|ま せん.
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石材の敗 り付け

コ〓シ株式舎社



B:コ宅1511
8Ai在 岩llと十ヤ十1」の坪画
A'十 古削
AGl,者 剤と下tt材の早市
● !下地村

X試 験条件  下 地 材 !形】170X■ Ⅲnil

被 着 材 1形状 40X40mm

塗  布 !埜碓 |さ SIrH(″ イル i3X3抑 【ェ ク ンロ空打)
試験条件 !(Ⅲ 半)20± lCt7日 ‖よ■十訳城

(外  ■   化 )20± 1て●7日出主生後 60で で28H間 単尋し 十 温ににしTl政ど
くアル"Ⅲ 混せと)20± 1てで行日間差生仁 飽 1水 駆十ヒ"ル レウムモfrに2は間混せとし 市 れたまま訳境

“Omml■ 壇石ⅢⅢ

来試験条件  石   材 !大岬石 (ピャシヨカラーラ)
形   状 !15oメ 75X10111n

曇露条件 !充ケ Ft和したE【270を 人 坪有lkに厚み品1■ェ1となるように埜打する 20(で 7日 H破化=i後  卜記割 tに暴露する、所
定「↓間の来離″ 人 F■石芸いの汚4(需 イビ色)1方 無 お よび=と を目純 F調べる

1接 着性能

(A)石 材/モ ルタル (湿潤)の接着強さ (渡!定値例)

※接着強さ試験方法

2石 材汚梁試験 (測定値例)

暴 露 条 件   | 結 果

800 (98)% 2ヶ 月 変亀、汚染なし

60● ・2ヶ 月 変色、汚染なし

)内 ま改|‖也置を示す

千54■0046 TEL06(6228'2961 FAX051622812927
■101 0054 TELo315259'5737FハX03(525912144

噂
●EK270:20kgセ ット (主剤 :10k9、硬化剤 :10kg)

健康に有害な物質を含有しています。かぶれやすい物質です。

注意事項i本品は皮フに付着したり蒸気を吸入すると、かぶれ、中士やその他の14t康障常を
起こす恐れがあります.lf記の注意事項を守って取り扱ってください.

●作業場,iは充分に換女〔するi●取り扱い中は皮フにもなないように|卜意し 」 四に応じてh検 ガス用|カキマスク ま たはこ気
ヤスク ‖ 「r手外 保 rrtンガイなどを帝用する O tr器からこほれた場合には ひ を性1)したのち処理する。●取りllJい後は
「わは おヽよびうがいを充分にイ」

tう
.●作業衣などに付岳したり合に|ま す みやかにそのi●れをよく経とす ● 戊フに十」,1した場

合にはすみやかによ=1はり 石 ケンと水〔よくれい畜とす 痛 みや外割に々化Ⅲlある場合には性“Fの予″年を受ける 0チ タ〔や
ガスなどを吸い込んで気行打をくな,た 場合には 午 気の治古な拐ユi〔女部にする 必 要にはじて医師の形キを受ける、●限
に入った場合によ与量のよ〔注|  ヽ必 要にちどじて医帥の|ろイを受ける 0通 度が40(以 ドの場所を定めて保官する ま た 使
用後ほ■iす る_●特定された以外の桐料と混合しない 0温 度が5C以 下になると 肛 鞘に配化か遅くなる

米使用にあたっては、製品安全データンート (MSDS)を お読みください.
X木 1甲1は改長のため性状、1■能を変更する場合があります.ヤ めご了承くださいますようお願いい
たしますt(記 哉の性状等は2004年7月現れのものです.不 明の点はお問い合わせ願います.)

国際単位系 (Sじによる数値の換算は、l kgf=98N、lcP=lmPa s、 lkgf cm=98× 102」、lMPa=lN/mぱ です。
lN/m甫 は約10 2kg7cm2に 相当します。

ホ普||り技術情TT ‖1処方例ま当化り試峡 |■■tに翠ういたもうで 信語とうちもいとイをど,“
と平心5拍坪|■すること,1,,=十 在FTり補‖に 詰1+|などこついてま ど需要京キ1と〔調々

コエン株式会社 ボンド事業本部

‐醐 足岬
本  :1/大 阪市中央区平野町2」21沢の構ビル|

東京支店/東京省「千代日区押口拐町231竹橋スクエア)

名吉E支店 FELOう21262101,3

掘同= 店  T E L 0 9 2  1 5 5 ■1 7 1 4

千t , 貫 ● T E L O ⅢⅢ r p Ⅲ2 1 。2 1

FAX052 12621 a175

FAX002 15511 1545

FAXOti 16121 0219

仙台営業所 TE1022(211,5001 FAX022 1211'4990

11間京官業所 TEL02ア+324Ⅲ3002 FAX027(324Ⅲ ⅢⅢO,

ヨ木宮業所 T E L 0 4 6  1 2 2 0 1  9 6 1 0  F A X 0 4 6  1 2 2 9 1  9 6 9 6

全沢盲草rF TELOア6 12231 iSeS IAX076 2201 4ア94

「S言業市 TEL082 507 19Ⅲ FAX002(50ア16676

高松営業所 TEし00,635,2020 FAX08,1335)4623

EK2フ 0]'9923000(0)'OII)
2,い|'3000(■ )10■D

(B)そ の他の材料の接着強さ (源1定値例)

品  名

討醸楽r・   ~ ― _ 下 地 材
EK270S   I   EK270WV

ヽ1(G)Ⅲ … _1石 綿スレ
ート板 1 3 ( 6 )

1大
理石
1寺 1 1(6)       1 0(6)

引
需子詔話母
さ
ピ
ユヒ
予1揖

1 0(6)       Ⅲ  3(6)

閑需賞,イル|モルタル (温摺)

1 2(G)       1 0(G)

23(G)       24(G)

21(e)       23(6)臨帯貫タイル十モルタll(混潤11

==二 ~~― ――____ 品 名|

21(6)

アルカリ浸せを

アルカリ浸せ者

2 3 ( G )

2 3 ( G )

17(6)

2 5 ( G )

24(e)

( )内 は弦断位置を示す。

破断位置

5mm(EK宮 フ01

EテA1002


